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Since time immemorial Okinawa is independent nation known as Ryukyu.And in 1879 Japan illegally annexed Ryukyu against the will of Ryukyuans. Japan shortly
after did the same to many other countries such as Korea, China and the Philippines.After WW2, all of those nations were given back to their independence except
Ryukyu.
Japan used the battle of Okinawa as a coverage commit genocide against Ryukyuans during which Japanese soldiers purposely murdered thousands of Ryukyu
civilians and forced thousands others to commit suicide. 
Overall at least 140 thousand Ryukyuans were killed during the time and for just a few months amounting to between 1/4 to 1/3 of the population.
Today Japan is once again preparing to sacrifice Ryukyuans by placing amount of military forces in
Ryukyu. In the event of another attack from one of Japanȼs enemies, Rukyu will be again .
Ryukyuans have long been peacefully protesting and trying to reverse this amount of military
buildup.
We urge the human rights council to Ryukyu in this matter
Hence we will be sending the message to the world the peaceful actions of the councilȼs priority
And the violence is not the only action that gets the councilȼs attention.
The very foundation of the UN must not be rendered obsolete.  
Therefore, we strongly urge the human rights council to assist Ryukyu and to ascertain the fact that
Ryukyuans are suffered from prejudice, discrimination and genocide.
Your time and consideration will be much appreciated
Thank you
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締約国（日本）は琉球を先住民族と認識し、その保護のための措置を強化し、
適切な安全性を確保するよう勧告する。女性を含む琉球/沖縄の人々を暴力
から保護し、加害者に対する適切な訴追と有罪判決を確実にするよう勧告す
る。
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沖縄戦に動員された21校の学徒隊
　戦前、沖縄には21の中等学校がありました。沖縄戦では、

これらのすべての男女中等学校の生徒たちが戦場に動員

されました。女子学徒は、15歳から19歳で、主に看護活動に

あたりました。男子学徒は14歳から19歳で、上級生が「鉄血

勤皇隊」に、下級生が「通信隊」に編成されました。鉄血勤皇

隊は、軍の物資運搬や爆撃で破壊された橋の補修などに

あたり、通信隊は、爆撃で切断された電話線の修復、電報の

配達などの任務に従事しました。沖縄戦により、学業半ばで

多くの学徒が短い生涯を散らしました。

❶沖縄師範学校男子部（師範鉄血勤皇隊） 生徒386
教師24

生徒226
教師9

❾開南中学校（開南鉄血勤皇隊・開南通信隊） 不明 不明

"沖縄県立第一高等女学校（ひめゆり学徒隊） 生徒65 生徒42

#沖縄県立第二高等女学校（白梅学徒隊） 生徒46 生徒17

$沖縄県立第三高等女学校（なごらん学徒隊） 生徒10 生徒1

%沖縄県立首里高等女学校（瑞泉学徒隊） 生徒61 生徒33

&沖縄積徳高等女学校（積徳学徒隊） 生徒25 生徒3

’昭和高等女学校（梯梧学徒隊） 生徒17 生徒9

(沖縄県立宮古高等女学校（宮古高女学徒隊） 生徒48 生徒1

)沖縄県立宮古中学校（宮古中鉄血勤皇隊） 不明 0

❺沖縄県立農林学校（農林鉄血勤皇隊） 生徒130
教師10

生徒23
教師1

❷沖縄県立第一中学校

　 （一中鉄血勤皇隊・一中通信隊）

生徒273
教師12

生徒153
教師6

❸沖縄県立第二中学校

　 （二中鉄血勤皇隊・二中通信隊）

生徒140
教師1

生徒115

❻沖縄県立水産学校

　 （水産鉄血勤皇隊・水産通信隊）

生徒48
教師2

生徒31
教師1

❼沖縄県立工業学校

　 （工業鉄血勤皇隊・工業通信隊）

生徒97
教師7

生徒88
教師7　

/沖縄師範学校女子部（ひめゆり学徒隊）

　 ※教師の数は一高女を含む。

生徒157
教師18

生徒81
教師13

0沖縄県立八重山農学校

　 （八重農鉄血勤皇隊）（八重農（女子）学徒隊）

勤皇隊  不明
女子  16

0

❽那覇市立商工学校

　 （商工鉄血勤皇隊・商工通信隊）
不明 生徒114

2沖縄県立八重山中学校

　 （八重山中鉄血勤皇隊）
不明 0

3沖縄県立八重山高等女学校

　 （八重山高女学徒隊）
生徒 約60 生徒1

❹沖縄県立第三中学校

　 （三中鉄血勤皇隊・三中通信隊）

生徒344
教師19

生徒42

学校名（学徒隊通称） 動員数 戦死者数

生徒 約1,923
教師93
計 約2,016

生徒980
教師37
計1,017

計

全学徒動員数・死亡者数

全学徒隊の配置場所

※「沖縄県史 各論編 第六巻 沖縄戦」より

全学徒隊の配属部隊　組織図

・第三十二軍司令部（師範鉄血勤皇隊・水産通信隊）

・第二野戦築城隊（師範鉄血勤皇隊）

・独立重砲兵第百大隊（一中鉄血勤皇隊）

・野戦重砲兵第一連隊（一中鉄血勤皇隊）

・独立測地第一中隊（一中鉄血勤皇隊）

・第五砲兵司令部（一中鉄血勤皇隊、工業通信隊）

・独立工兵第六十六大隊（一中鉄血勤皇隊）

・電信第三十六連隊（一中通信隊）

・第三遊撃隊（三中鉄血勤皇隊）

・第四遊撃隊（水産鉄血勤皇隊）

・第十九航空地区司令部（農林鉄血勤皇隊）

・沖縄陸軍病院（ひめゆり学徒隊）

・第三十二軍司令部経理部（ひめゆり学徒隊）

・沖縄陸軍病院名護分院（なごらん学徒隊）

第32軍司令部直轄部隊　通称：球部隊

・歩兵第六十四旅団独立歩兵第二十二大隊（商工鉄血勤皇隊）

・歩兵第六十四旅団独立歩兵第二十三大隊（開南鉄血勤皇隊）

・第六十二師団通信隊（二中通信隊）

・第六十二師団野戦病院（瑞泉学徒隊・梯梧学徒隊）

第62師団　通称：石部隊

第24師団　通称：山部隊

・第二十四師団司令部（開南鉄血勤皇隊）

・輜重兵第二十四連隊（工業鉄血勤皇隊）

・第二十四師団第一野戦病院（白梅学徒隊）

・第二十四師団第二野戦病院（積徳学徒隊）

・独立混成第四十四旅団司令部 ( 商工通信隊）

・第二歩兵隊

　（二中鉄血勤皇隊、三中鉄血勤皇隊、三中通信隊、農林鉄血勤皇隊）

・独立混成第十五連隊（商工通信隊）

独立混成第44旅団　通称：球部隊

石垣島

・独立混成第四十五旅団司令部

　（八重農鉄血勤皇隊、八重山中鉄血勤皇隊）

・船浮陸軍病院、海軍病院（八重山高女学徒隊）

独立混成第45旅団　通称：球部隊　石垣島配備

宮古島

・第二十八師団通信隊（宮古中鉄血勤皇隊）

・第二十八師団第二野戦病院（宮古高女学徒隊）

・第二十八師団第四野戦病院（宮古高女学徒隊）

・宮古島陸軍病院（宮古高女学徒隊）

石垣島

・第二十八師団第三野戦病院（八重山高女学徒隊・八重農女子学徒隊）

第28師団　通称：豊部隊　宮古島・大東島配備

独立混成第64旅団　通称：球部隊　奄美諸島配備

独立混成第60旅団　通称：駒部隊　宮古島・大東島配備

独立混成第59旅団　通称：碧部隊　宮古島・大東島配備

第
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面
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）
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※師団・旅団以下の部隊は学徒隊に関連するもののみを取り上げました。

※「沖縄戦の全学徒隊」ひめゆり平和祈念資料館より
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われわれは軍事基地にも協力をしている。アメリカとは協力して
行くが、アメリカのために生きているのじやない。本土同胞と、
日本国民と共通の国家目的遂行に力を入れてこそ生きがいがある、
張合いのある生活を営むことができる、こういうことをいつてお
りますし、小学校あたりでは運動会のときに日の丸を上げまして、
プラカードを掲げて祖国復帰貫徹、こういうのをぐるりとまわし
ますし、アメリカの百円よりも日本の二、三円、こういうプラ
カードをまわします。（中略）根本にはやはり民族意識、どうし
ても日本人たる生活目標を持たなければ生きがいがない、日本国
民とともにさきも申し上げた通り共通の国家目的を遂行した方が
生きがいがある、こういうふうに感じるのです。
（昭和29年2月17日衆議院参考人演説議事録より）

日本国民のすべてが必勝を念願していたごとく、私たちも必勝の
信念を以て沖縄作戦に際しましては防衛軍と共に戦い、そのため
に戦死した老若男女の数は十五万に及んでいるのであります。併
しこの戦争の犠牲になつた住民も祖国を恨んで死んだような人は
一人もおりません。然るに戦争の結果は母国から切離され、国際
的孤児といつたようなあいまいな地位に置かれるということは
我々としては誠に忍びがたいものがあるのであります。これも母
国から分離されたためであつてみれば、敗戦国民の悲劇として諦
めるよりほかはなかつたのであります。それはそれとしまして、
我々はどこまでも愛国の念を捨てず、日本人としての矜持を持ち
続けて来ておるのであります。私どもは米国が施す恩恵よりも母
国に強く抱かれて離れたくないのであります。どうぞ冷たい母に
ならないで下さいと訴えるのであります。
（昭和27年2月22日衆議院参考人演説議事録より ）

沖縄の原点は、実にこの祖国復帰であったのである。これは決し
て他から与えられたものではない。県民自身が闘い取ったもので
あり、琉球処分などではないのである。沖縄は、四半世紀にわ
たって支配者であった米国を仮想敵国として闘ってきた。さらに
復帰後は日本政府を、かたや海洋博・米軍基地を一つの仮想敵国
としてた闘っている。これらは、それなりの理由もあり、その成
果を認めるが、もはや、そうした外敵はいないと見るべきではな
かろうか。外的にのみ目をむけ、被害者意識に溺れる時期は既に
過ぎ去りつるあるのである。今後は、外なる闘争から内なる闘争
に向けるべき時期に来ているのである。しかし、この道は、決し
て容易ではない。何故なら内なる敵は正体がつかみにくく、外な
る敵よりも一段と手強いからである。
（吉田嗣延著「小さな戦いの日々」P250～P251）
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「祖国復帰を実現させた知らざる偉人」

たいら たつお

平良辰雄

よしだ しえん

吉田嗣延

なかよしりょうこう

仲吉良光

先人の語る沖縄県祖国復帰の意義②
編集：仲村覚

明治20年5月23日
～

昭和49年3月 1日

明治25年4月 6日
～

昭和44年7月26日

明治43年8月 5日
～

平成元年5月10日
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「真に再建の基礎をつちかう教育の持つ意義は、実に重かつ大なる
ものがあると確信いたすものであります。沖縄の教育者またこのこ
とを確認いたしまして、あらゆる困苦欠乏に耐えながら教育を守っ
て行くためにいばらの道を闘いつつありますが、教育を阻むあらゆ
る過酷なる条件にさいなまれまして、内容的効果をあげ得ないでま
ことに苦慮しているのであります。たといいかなる環境の中にあっ
ても、教育の対象である青少年は絶えず成長を続けて行くものであ
ります。そしてその成長を助ける教育はいわゆる百年の大計のもと
に行われる永遠のものでなければなりません。従って教育こそは、
永遠の基礎の上に本来の姿において打ち立てられなければならない
と思うのであります。しかるに冷厳なる現情勢はこの押えがたい欲
求を完全に阻んでいるのであります。われわれは何とかしてこの障
害を排除して、畸形的な架空的な逆境から脱却して、永遠に向って
伸び行く子供たちを一日も早く本然の姿において育て、素直な成長
に空白を残さないように熱願しているものであります。それこそは
一日も早く沖縄が元の沖縄県として祖国に復帰することによっての
みかなえられることであります。また条件はどうであろうと、いや
しくも祖国を有し、それと一連の共通の文化と歴史を持ち、日本人
としての民族的矜持を有する沖縄の住民が、どうしていつまでも異
民族の統治下に満足しておられましようか。」
（昭和28年2月29日衆議院参考人演説議事録より）

「この条約案（講和条約案）を一読して、最もショックを受けた
のは、いうまでもなく第三条であった。（中略）沖縄が信託投資
制度の下におかれるようになれば、完全に日本から分離絶縁され、
沖縄の同胞は、日本人としての国籍を失い、国際的には信託統治
領民として特殊な地位を与えられることになる。（中略）憂慮に
堪えないので、沖縄出身の一教育者としてアメリカのダレス全権
に対して請願の形式で手紙を出した。沖縄は日本国の一部として
歴史を共同にし、言語や文化も同系同質のものであって、教育の
水準と普及率においてもなんら差等はない。それなのに、これを
本土から分離して、本来、自治能力のない未開発地域を対象とし
て構想された信託統治制度の下に置こうとすることは不合理であ
り、独立の国家としての威信と国民感情の上からとうてい耐え難
い屈辱というほかない。（中略）またアメリカの施政権下におく
ことも民族独立の原則に反し、歴史に逆行するうらみがあるばか
りでなく、異民族による統治には多くの問題が内包されているの
で避けることが望ましい。（中略）元来教育は、次の世代をにな
うべき人材の育成を目的とするものであり、したがって将来の歴
史に対する長い見通しのもとに行われなければならない。沖縄の
教育がアメリカの方針と制度によって行われたのでは、返還され
たときには木に竹をついだようなものになり、混乱を招くことは
必定である。（大濱信泉著「私の沖縄戦後史」P25～P27）
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「祖国復帰を実現させた知らざる偉人」

やらちょうびょう

屋良朝苗

おおはま のぶもと

大濱信泉

先人の語る沖縄県祖国復帰の意義① 編集：仲村覚

明治35年（1902年）12
月13日 ‒ 平成9年
（1997年）2月14日。
琉球政府および沖縄県の
政治家、教育者。昭和
43年11月から唯一の公
選行政主席として沖縄の
日本復帰までその職にあ
り、復帰後は沖縄県知事
を2期務めた。読谷村生
まれ

明治24年（1891
年）10月5- 昭和51
年（1976年）2月
13日。日本の法学
者（専門は商法）・
教育者。第7代早稲
田大学総長（昭和
29年 ‒ 昭和41年）。
沖縄県石垣島生まれ。
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ͷ࿦΋͋ΔΑ͏Ͱ͢ɻ͔͠͠ɺ͜Ε͸ମ࣭తʹࠜຊͷ૬ҧ͕͋Γ·͢ɻ

޿ಹ͔Β༌ೖ͠ɺࢧ෺ͨΔ࠭౶΋͢΂ͯ࡞ۚ׵Λଓ͚͖ͯ·ͨ͠ɻԭೄਓຽͷओ৯ͨΔ͍΋ɺ།Ұͷ܎ඦ೥ͷ௕͍ؒ਌ળؔޒʹಹͱ͸໌࣏ॳ೥·Ͱɺ࣮ࢧͱͯ͠ɺࠃԦٿɺླྀ࣮ࣄ
·ͬͨɻ΋ͷͰ͋Γ·͢ɻ͔ͩΒɺঐͭͯ͸ԭೄਓ͸໋ͷ਌ͨΔࢧಹͱͷؔ܎ΛӬଓ͍ͨ͠ͱر๬ͨ࣌͠୅΋͋Γ·ͨ͠ɻ͕ͩɺࢧಹ੓෎ͱͯ͠௚઀ԭೄͷ੓࣏ߦ੓ʹλονͨ͜͠
ͱ͸͋Γ·ͤΜɻࢧಹͱͷ੓࣏తॏେͳؔ܎͸࡭෧Ͱ͋Γ·͢ɻ

ͱͳࣄߦͷ͚ͯ܏ΛࠃԦͷ࣏ੈΛ০ΔॏେͳّࣜͰ͋ΔͨΊɺࠃରͱਃ͠ɺԭೄͰ͸৽࡭ɻ͜ΕΛͨ͠·͠ݣΛ೿࢖ఇ͸ಛߖಹࢧΛत༩͢ΔͨΊɺྺ୅ͷףԦͷมΔຖʹɺԦٿླྀ
Γ·ͨ͠͠ɺࢧಹͱͷ੓࣏ؔ܎΋͜ͷҰ఺ͷΈͰ͋ΓɺͦΕ΋࢛े೥೫ेޒࢸ೥ʹҰ౓ͷࣄߦͰ͋Γ·͢ɻԭೄ͸౔஍ݯࢿʹ๡͍͠ࠃͰ͋Γ·͕͢ɺԭೄਓ͸ঐͬͯҰ౓΋ࢧಹͷอ
ଓΛ೦ͨ͡ͷͰ͋Γ·͢ɻ࣋܎ؔ޷͸͋Γ·ͤΜɻͻͨ͢Β๵қɺจԽΛ௨ͯ͡ͷ༑ࣄΒΜͱҙਤͨͨ͠ࠃ

΋ஶ໌ͳΔ࠷Γ·͢ɻͦͷؒɺډΓ·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺḈຎͷ੐෰ΑΓ਺ඦ೥લɺ೔ຊਓ͸ԭೄʹࣗ༝ʹ౉དྷͯ͠ࢸʹಹɺ೔ຊ྆ଐͷ࢟Λఄ͢Δࢧɺԭೄ͸ޙඦ೥લͷḈຎೖΓҎࡾ
͸ɺ෢ਓݯҝேͰ͋Γ·͢ɻҝேͷ௕உॢఱ͕ऺʹਪ͞ΕͯࠃԦͱͳΓ·͢ɻྺ্࢙ɺ࠷ॳͷླྀࠃٿԦͰ͋Γ·͢ɻ

·ͨͦͷࠒɺ೔ຊͷૐཿ΋౉དྷ͠ɺ෹ڭΛ෍ͨ͠ڭͷͰ͋Γ·͢ɻ͔͘ͷ೗͘ɺ೔ຊຊ౔ͱԭೄͱͷԟདྷසൟɺಉҰࠃ౔Ͱ͋Γ·͢ɻ࿧ሓͱ͍͏ւ଑͕ຊ౔ԭೄͷւ্ʹԣ͠ߦɺ
ԭೄધ΋ࣴʑऻܸ͞ΕͨͷͰɺͦͷ೉Λආ͚ͯɺઐΒࢧಹٴͼೆ༸֤஍΁଩Λ͚޲ɺຊ౔ͱͷ௨༥ΛઈͭʹࢸΓ·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺԭೄਓ͸೔ຊਓछͰ͋Γɺޠݴɺ෩ଏश׳ɺ৴ڼ΋
ಉҰͰ͋Γ·͢ނɺؒ΋ͳ͘ݩͷؔ܎ΛऔΓ໭͠·ͨ͠ɻ
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୅ද�্ଜӳ໌ʢܙઘঁֶԂେֶڭतʣ
����೥ੜ鲃鲑ɻ����೥ɺૣҴాେֶେֶӃࡁܦ
ަ֎ຽࢢɻ����೥ɺ/(0ʮۀՊम࢜՝ఔଔڀݚֶ
鲳鳫鲷鱅ʯ鲗ઃཱ鱜ɺ୅ද鲗຿鲆鲐ɻ����೥Ҏ߱ɺ
鲚鲜鳄ຽ଒鱳ઌॅຽ଒鱭鱜鱫鱳ݖར鲗ࢧԉ鱜ɺࠃ
࿈ਓؔػݖ鲗෣୆鱰׆ಈɻ����೥Ҏ߱ɺླྀٿຽ଒
鱳୅ද鱳ࠃ࿈鱰鱏鱖鲐׆ಈ鲗ࢧԉɻ����೥ɺԧ௕
༤ࢤԭೄݝ஌ࣄ鱭鱭鲇鱰ɺࠃ࿈ਓݖཧࣄձ鱰ࢀՃɻ
ઐ໳鱴ࡍࠃ๏ਓݖ๏ɻฏ࿨ֶɻ

łƯŻĽʆ>*ĽďɪɚɠƤư

൓ࠩผࡍࠃӡಈʢ*."%3ʣ

ˀfÃO�ȢȇVHPɾʀˁ

Ũŭɀ łƯŻĽɬBɒžɿɩɋɧɖʃɦɁŢ§ɬXTɐè~ŵɪ�ȅɪǡɍƪɔɥɑɠɏɿ

�Ĥ�ȍ��\ɪï�˙ݟ鱍鱯鱔鱚鲑鱤೔ຊ鱳ਓछࠩผ
೔ຊ鱰鲇ਓछࠩผ鱑鱇鲏鲃鱞ɻ鱢鱳Өڹ鲗ड鱖鱫鱉鲐鱳鱴ɺ෦མɺ鲚鲜鳄ɺླྀ
ਓɾҠॅ࿑ࠃ֎ଙɺ鱢鱜鱫ࢠ২ຽ஍ग़਎ऀ鱭鱢鱳چɾԭೄ鱳ਓ鱸鱭ɺ೔ຊ鱳ٿ
ಇऀ鱬鱞ɻۙ೥ਂࠁ鱚鲗૿鱜鱫鱉鲐ࡏ೔鲫鳢鲚鳫鱯鱮鱰ର鱞鲐鳐鲜鳀鲱鳌鱅鲹
鱴ਓछࠩผ鱳ද鲑鱬鱞ɻ௞ିॅ୐ܖ໿鲉ళฮೖళ鱬鱳ʮ֎ࠃਓ鱏அ鲏ʯɺ࡯ܯ
鱰鲍鲐ਓछ鳏鳥鳍鲙鲜鳢鳫鲨鲇ਓछࠩผߦҝ鱬鱞ɻ೔ຊ鱴����೥鱰ਓछࠩผఫ
ഇ৚໿鱰Ճೖ鱜鲃鱜鱤ɻ鱜鱐鱜ɺਓछࠩผ鲗൜ࡑ鱬鱇鲐鱭鱜鱫ॲേ鲗ఆ鲆鲐๏
཯鱑鱯鱉鱤鲆ɺඃ֐鱴์ஔ鱚鲑鱤鲃鲃鱬鱞ɻ鱘鱋鱜鱤ঢ়گ鱰ର鱜鱫ɺ೔ຊ鱴ࠃ
࿈鲗鱴鱝鲆ੈք鱳ࠃʑ鱐鲎ਓछࠩผ鲗ࢭې鱞鲐๏੍౓鲗ૣٸ鱰੔鱍鲐鲍鱋ٻ鲆
鲎鲑鱫鱉鲃鱞ɻ

ຽ֎ަ鲳鳫鲷鱅ࢢ

˓Ֆ৓େี͍ͨ͠ྱࣦ܅·͢ɻ ࣗຽౘͷՖ৓େีͰ͢ɻ ௨ࠂͷ
಺༰Λมͯ͠ߋ�൪͔Β࣭໰Λ͍͖͍ͤͯͨͩͨ͞ͱ͍ࢥ·͢ɻ
·ͣ͸ɺԧ௕஌ࣄɺεΠεɾδϡωʔϒ΁ͷग़ு͓ർΕ͞·Ͱ͠
ͨɻ ग़ൃલͷ๩͍࣌͠ظʹࣗຽౘձ೿ͷͨΊʹ࣌ؒΛͱ͍ͬͯͨ
͍ͩͨ͜ͱ΋ँײΛ͓ͯ͠Γ·͢ɻ·ͨɺཁ੥ॻΛड͚औ͍ͬͯ
͍ͨͩͯɺ͜ͷཁ੥ॻʹ͸Կͷҧ࿨ײ΋ͳ͍ͱɺͦͯ͠Կ͔͋Ε
͹ຊձٞͯ�ٞ࿦͠·͠ΐ͏ͱ͓ͬ͠Ό͍͖ͬͯͨͩ·ͨ͠ͷͰɺ
࣭໰Λ͍͖͍ͤͯͨͨͩͨ͞ͱ͍ࢥ·͢ɻ ๯಄Ͱ΋ਃ্͚͠�·͠
͚ͨΕͲ΋ɺ໘ஊͨ͠ࣄװࢤ۩ʹࡍ௕ͷ΄͏͔Β͸ɺࠃ࿈ͷ৔ͯ�
զʑԭೄݝຽ͕ઌॅຽͱͯ͠ޡղΛड͚Δ͜ͱͷͳ͍Α͏஫ҙͯ͠
͍͖͍ͨͩͨͱɻ·ͨɺࢲͷ΄͏͔Β͸ɺಛఆͷࢥ૝৴৚Λ࣋ͭ
ஂମͷओ͢࠵Δγϯϙδ΢ϜͰ͋Γ·͔͢Βൃݴʹ͸஫ҙ͍ͯ͠
͖͍ͨͩͨͱ͍͏ࢫΛਃ্͛͠·ͨ͠ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺͦͷࡍɺ
஌͔ࣄΒ͸ɺࢲ͸ઌॅຽͱ͍͏ೝࣝ͸ࠓ·Ͱͳ͍ͱ͍͏ίϝϯτ
ͱɺࢲ΋೔ຊਓͱͯ͠ͷތΓΛ͖࣋ͬͯͨͱ͍͏ίϝϯτΛ͍ͨ
͍ͩͨʹ΋͔͔ΘΒͣɺ࢒೦ͳ͕Β஌ࣄͷԋઆɺͦͯ͠αΠυΠ
ϕϯτͯ/(0ͷγϯϙδ΢Ϝͷ࣮ଶΛݟ·͢ͱɺԭೄݝຽ͸ઌॅ
ຽ଒ͯ�͋Δͱൃ৴ͯ͠͠·ͬͨͱ൑அͤ͟ΔΛಘͳ͍ঢ়͕͋گΔͱ
ղΛ͓ฉ͔ݟͷࣄΓ·͢ɻ͜ͷ݅ʹ͍ͭͯ஌͓ͯͬࢥʹ͏;͏͍
͍ͤͩ͘͞ɻ

˓஌ࣨެࣄ௕	ொా༏܅
 ͓౴͑͠·͢ɻઌॅຽʹ͖ͭ·ͯ͠͸ɺ
ຽ͕ઌॅຽ͔ͱ�͏͔ͱ͍͏͜ͱʹ͍ͭͯٞ࿦Λ͓ͯ͠ݝճԭೄࠓ
Γ·ͤΜͰɺ͜ͷ͜ͱʹ͍ͭͯ΋஌ࣄ͸ҙݟΛड़΂͍ͯͳ͍ͱཧ
ղ͓ͯ͠Γ·͢ɻ
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締約国（日本）は琉球を先住民族と認識し、その保護のための措置を強化
し、適切な安全性を確保するよう勧告する。女性を含む琉球/沖縄の人々を
暴力から保護し、加害者に対する適切な訴追と有罪判決を確実にするよう勧
告する。

łƯŻĽʆ>*Ľďɧɜʁ�ȅYtɬ�ǘ


